
主担当 現　　　状 評価の観点 達成度判断基準 判定基準 備　考

１ ① 【努力指標】（教員）
ＩＣＴ機器を積極的に利活用し、工夫
された授業を展開ししている。

教務課
各教科

全教室にプロジェクターが設置され、
多くの授業で利活用されるようになっ
た。

全職員がＩＣＴ機器を利活用
し、工夫された授業を展開す
る。

ＩＣＴ機器を
Ａ　よく使う（週５回以上）
Ｂ　時々使う（週１～２回程度）
Ｃ　使ったことがある（月１回程度）
Ｄ　使ったことがない（０回）

ＣまたはＤの場合
は、改善策を検討

７月、12月の学校
評価にて評価す
る。

【満足度指標】（生徒）
ＩＣＴ機器の活用は広まりをみせている
ものの、生徒への学習効果について
検証する必要がある。

ＩＣＴ機器の活用により、生徒
が授業に主体的に取り組む
ようになり、学習効果が高まっ
た。

ＩＣＴ機器の活用により主体的に取り組み、学習効
果が高まると感じている生徒が、
　Ａ　９０％以上
　Ｂ　８０％以上
　Ｃ　７０％以上
　Ｄ　７０％未満

ＣまたはＤの場合
は、改善策を検討

７月、12月の学校
評価にて評価す
る。

評価項目を加え
る。

② 【努力指標】（教員）
授業の中で生徒が自分の考えを述
べる場面、論理的思考力を育成する
場面、教師と生徒とのやりとりの場面
を設定している。

教務課
各教科

授業における言語活動の場面が少な
く、生徒の思考力、表現力の向上に
結びついていない。

各授業で生徒の発表の場面
や教師とのやりとりの場面を
多く設定し、生徒の言語活動
の活性化を図る・

日々の授業において、考える必要のある質問を
し、生徒が発表（発言）する場面を
Ａ　多く設定している
Ｂ　時々設定している
Ｃ　あまり設定しない
Ｄ　全く設定しない

ＣまたはＤの場合
は、改善策を検討

７月、12月の学校
評価にて評価す
る。

③ 【成果指標】（生徒）
家庭学習と授業内容の連動を図り、
学習習慣の確立と学習内容の質の
向上をめざす。

教務課
各教科

昨年度は１年生は47.0％（Ｄ評価）、2
年生は84.4％（Ａ評価）であった。1年
生は課題の取組を重視したことから学
習時間が低調な結果をなったが、質
の向上とともに量の充実も図る必要が
ある。

質および量ともに充実した家
庭学習の習慣が確立されて
いる。

１,２年生で平日の平均家庭学習時間が120分以
上である生徒が、
　Ａ　８０％以上
　Ｂ　７０％以上
　Ｃ　６０％以上
　Ｄ　６０％未満

ＣまたはＤの場合
は、改善策を検討

７月、12月の学校
評価にて評価す
る。

③ 【満足度指標】(生徒)
朝学習の充実により、学びにむかう
主体性を身につけ、学びの質を高め
る。

各学年
各教科

朝学習としての10分間は定着してお
り、集中して取り組む姿勢、内容の理
解と定着、発展的学習へのつながりを
意識して取り組む必要がある。

生徒自身が積極的に朝学習
に取り組み、学力や教養が
身についたことを実感してい
る。

朝学習で学力や教養が身についたと考える生徒
の割合が
  Ａ  ８０％以上
　Ｂ　７０％以上
　Ｃ  ６０％以上
　Ｄ　６０％未満

Ｄの場合は、改善
策を検討

７月、12月の学校
評価にて評価す
る。

評価内容を変更す
る。
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具体的取り組み

生徒に学力を身につけ
させるため、ＩＣＴ機器の
活用や教員間の学び
合いを通して授業内容
の充実に努めるととも
に、家庭学習と授業内
容の連動を図り、学習
習慣の確立と論理的思
考力の育成に努める。

重点目標



主担当 現　　　状 評価の観点 達成度判断基準 判定基準 備　考

2 ① 【満足度指標】(生徒)
時期に応じたクラス全体の指導や個
人面談などをきめ細かに行い、生徒
の進路意識を高め早期に目標を設
定させる。
設定した目標実現のため、自ら学習
時間を確保するよう意識付けを行う。

進路指導課
学年
教科

生徒の進路に対する意識は高くなく、
大学に関する知識も多くない。また、
志望校と現在の学力および学習習慣
がかみ合っていない。生徒の進路意
識を高める取組を時期に応じて適切
に行い、早期に一段上の進路目標を
持たせ、進路実現に主体的に取り組
ませる必要がある。

進路学習や面談、学習のア
ドバイスなどの進路指導によ
り学習意欲が高まり、多くの
生徒が高い進路志望を持つ
ようになる。

(１年)進路指導により、目標とする大学が
(２年)進路指導により、志望校が
  Ａ  決まっている
　Ｂ　ほぼ決まっている
　Ｃ　あまり決まっていない
　Ｄ　決まっていない

Ａ＋Ｂが７０％未
満の場合は、改
善策を検討

７月,12月に実施

生徒による評価に
変更

② 【成果指標】(生徒）
進路指導課から各学年、教科に方
針を発信することで、教員全体の相
互理解を深め、生徒に高みを目指し
た１ランク上の志望をもたせ、学力の
向上と進路実現を図る。

進路指導課
学年
教科

１月実施の校外模試において過去２
年間に比べ、平均点偏差値が高くな
るとともに上位層も増えた。

基礎学力と応用力を身につ
ける。

１,２年生の学力試験で各教科の全国偏差値が
　Ａ　平均偏差値５０以上
　Ｂ　平均偏差値４８以上
  Ｃ　平均偏差値４５以上
　Ｄ　平均偏差値４５未満

ＣまたはＤの場合
は、改善策を検討

１、２年
  １１月総合学力テ
ストの結果で判断
する。

【成果指標】(生徒）
国公立大学、難関私立大学
を目標とした生徒の育成と、
それに見合った学力をつけ
る。

１,２年生の英数国の学力試験全国偏差値５４以上
の生徒が
　Ａ　５５人以上
　Ｂ　４５人以上
　Ｃ　４０人以上
　Ｄ　４０人未満

ＣまたはＤの場合
は、改善策を検討

１、２年
  １１月総合学力テ
ストの結果で判断
する。

【成果指標】(生徒）
国公立大学合格者数が
　Ａ　７０人以上
　Ｂ　６５人以上
　Ｃ　５５人以上
　Ｄ　５０人以上

ＣまたはＤの場合
は、改善策を検討

年度末に評価する

難関私立大学合格者数が
　Ａ　２０人以上
　Ｂ　１５人以上
　Ｃ　１０人以上
　Ｄ　　５人未満

ＣまたはＤの場合
は、改善策を検討

年度末に評価する

昨年度、国公立合格者数と難関私立
大学合格者数が、どちらも目標値に
達することができなかった。センター試
験に対応した学力とともに、個別試験
に対応した学力の養成が、望まれる。

石川県立野々市明倫高等学校 №2
重点目標 具体的取り組み

個別面談や学習活動を
通したきめ細かな指導
により、生徒一人ひとり
の可能性を引き出し、
早期に高い進路目標を
持たせ、進路実現に向
けての意欲と主体性を
育む。

国公立大学、難関私立大学
への合格者を増やす。



主担当 現　　　状 評価の観点 達成度判断基準 判定基準 備　考

３ ① 【成果指標】（保護者）
保護者に「朝の挨拶運動」を始めとし
たＰＴＡ活動等に積極的に参加して
もらい、教育活動をバックアップして
もらう。

総務課 昨年度は、保護者が学校行事やＰＴＡ
活動で来校した回数の平均が3.1回で
あった。また、４回以上来校した保護
者は25％と低い値である。

多くの保護者が学校行事等
に積極的に参加している。

学校行事やＰＴＡ活動で保護者が来校した回数の
平均が
　Ａ　５回以上
　Ｂ　４回以上
　Ｃ　３回以上
　Ｄ　２回以下

Ａ＋Ｂが７０％未
満の場合は、改
善策を検討

７月、12月の学校
評価にて評価す
る。

② 【成果指標】（教員）
本校の教育活動、本校のよさ生徒の
活動の成果をホームページ上に積
極的に掲載する。

総務課 各課、学年等から情報が十分に集約
され、ホームページ上に掲載されてい
るとは言えない。

各課、学年等からの最新情
報が集約され、速やかにホー
ムページ上に掲載される。

ホームページ上の更新回数が昨年度の
　Ａ　２.０倍以上
　Ｂ　１.５倍以上
　Ｃ　１.０倍以上
　Ｄ　１.０倍未満

Ｄの場合は改善
策を検討

年度末に評価す
る。

③ 【成果指標】（生徒）
部活動の加入をうながし、学校全体
の活性化を図る。生徒のチャレンジ
精神と部活動の実力向上を目指す。

生徒課 　昨年度の部活動加入率は84％（Ｃ
判定）であり、一昨年度の86.7％より若
干減少している。依然として未加入生
徒も存在していることから、これらの生
徒に対して適切な指導が必要である。

多くの生徒が部活動に加入
し、活発に活動している。

１,２年生の部活動の加入率が
　Ａ　９０％以上
　Ｂ　８５％以上
　Ｃ　８３％以上
　Ｄ　８３％未満

Ｄの場合は改善
策を検討

12月に評価する。
※加入状況調査

④ 【成果指標】（保護者）
明倫祭の外部公開を継続し、校内開
催と校外開催についての内容を検討
し、本校の外部に対する外部に対す
る情報発信力を高める。

生徒課 昨年度１目(模擬店等)の外部からの
入場者数は659人であり、年々上昇傾
向にある。また、２日目の音楽堂での
開催には３４５人の来場者があった。し
かし、今年度は日月開催ということもあ
り、１日目の内容を充実させることと、２
日目の開催日と内容を早めに保護者
等に連絡、地域への広報活動等や内
容を充実させることにより来場者数の
増加を図る。

地域への広報活動と、内容
の充実により、２日間のの来
場者数が増加した。

１日目の来場者数が
　Ａ　９００名以上
　Ｂ　７００名以上
　Ｃ　５００名以上
　Ｄ　４００名未満

Ｃの場合は改善
策を検討

９月に評価する。

⑤ 【成果指標】(生徒）
本の読み聞かせ、本の紹介カード展
示などの図書委員会活動を地域と連
携することでチャレンジ精神の涵養
を図る。

図書課 地域の保育園児や放課後子ども教室
の児童を対象とした「本の読み聞か
せ」、市立図書館での本の紹介カード
やポスターの展示等、地域と連携した
活動は評価も高く、生徒の自信とやる
気につながっている。

地域と連携した図書委員会
活動において、生徒が積極
的に活動し情報を発信した。

地域と連携した図書委員会活動の回数が
　Ａ　年間６回以上
　Ｂ　年間５回
　Ｃ　年間４回
　Ｄ　年間４回未満

Ｄの場合は、改善
策を検討。

年度末に評価す
る。

部活動や生徒会活動
の活性化に努め、チャ
レンジ精神の涵養を図
るとともに、喜びや感動
を共有できる教育活動
を展開し、明るく活力あ
る学校づくりを推進す
る。

重点目標 具体的取り組み

石川県立野々市明倫高等学校 №3



主担当 現　　　状 評価の観点 達成度判断基準 判定基準 備　考

４ ① 【努力指標】(生徒）
登校指導や生活指導などを通して、
自ら身なりを正すことができ、挨拶が
しっかりできる人間の育成を図る。

生徒課
各学年

昨年度の生徒の自己評価では「挨拶
をすることができた」が71.2％と前年度
よりも10ポイント近く上がった。朝の挨
拶運動や日ごろから教師がわが積極
的に挨拶をした結果であると考えられ
る。教師側からの挨拶は有効であるの
で継続する必要がある。また、身なり
についても教師側の共通した指導で
効果が表れると考えられる。

毎日、自ら身なりを整えること
と、積極的に大きな声で挨拶
をする生徒が増えている。

生徒同士や教職員、外部からの来客に対し、挨拶
を自分からすすんでしっかりとできた生徒が
　Ａ　９０％以上
　Ｂ　８０％以上
　Ｃ　７０％以上
　Ｄ　７０％未満

Ａが８０％未満の
場合は、改善策を
検討

７月、12月の学校
評価にて評価す
る。

② 【成果指標】（生徒）
交通安全教室や街頭指導を通して、
自転車の安全運転の励行を図る。

生徒課
各学年

自転車事故の件数が一昨年18件、昨
年15件と若干減少している。自転車の
左側通行を定めた改正道路交通法の
周知を図り、ルールを遵守する意識を
徹底していく必要がある。昨年度「よく
遵守している」と答えた生徒は65.9％
である。

自転車運転のルールとマ
ナーの必要性を認識し、交
通ルールを遵守する生徒が
増えている。

交通ルール（自転車の二人乗りや携帯電話を操
作しながら等の運転をしない）を遵守している生徒
が
　Ａ　９０％以上
　Ｂ　８０％以上
　Ｃ　７０％以上
　Ｄ　７０％未満

ＣまたはＤの場合
は、改善策を検討

７月、12月の学校
評価にて評価す
る。

③ 【努力指標】(教員）
生徒の良好な人間関係作りを支援
する。
情報の収集・共有を密に行い、困難
を抱えている生徒に対して早期に対
応・支援する。

相談室
生徒課
各学年

生徒は落ちついた生活を送っている
が、さまざまな困難を抱えた生徒がい
ると同時に、ネット等の利用で生徒同
士の人間関係が見えにくくなってお
り、全職員が個々の生徒の状況を把
握し、生徒の変化に早期に対応する
必要がある。

各種調査や担任との情報交
換などで、支援を必要として
いる生徒をしっかり把握し適
切な対処をしている。

生徒の変化に対して
　Ａ　素早く対処し、解決に至った
　Ｂ　素早く察知し、対応することができた
　Ｃ　素早い対処ができず、解決が遅れた
　Ｄ　発見・対処が遅れた

Ａ＋Ｂが９０％未
満の場合は、改
善策を検討

７月、12月の学校
評価にて評価す
る。

④ 【努力指標】（生徒）
清掃・ゴミ分別・節電・節水等の環境
にやさしい行動を意識して取り組め
る生徒の育成を図る。

保健環境課 いしかわ学校版環境ISO認定校とし
て、ゴミの分別・節電・節水に取り組む
ことで生徒の環境に対する意識は
徐々に高まっている。ゴミの分別につ
いて意識は高まったがゴミ箱の現状と
一致していない。

学校においてゴミの分別を心
がけ実践している。

学校版環境ＩＳＯ意識調査でゴミの分別を心がけ
実践している生徒が
Ａ　８０％以上
Ｂ　７０％以上
Ｃ　６０％以上
Ｄ　６０％未満

ＣまたはＤの場合
は、改善策を検討

全学年
７月、12月に実施

⑤ 【成果指標】(生徒)
図書館報、図書便りによる図書案内
や各学年団と連携した朝読書、ビブ
リオバトル、一斉読書などの読書指
導によって、読書に親しむ習慣を身
に付けさせる。

図書課
各学年

図書館報と図書便りを計９回発行し、
学年と連携しての一斉読書指導や１
年生には朝読書、ビブリオバトルを実
施しているが、読書習慣がなかなか身
に付かず、貸し出し数も生徒一人あた
り3.9冊と伸び悩んだ。図書委員会活
動の充実と総合的な学習の時間等で
の図書館利用を促していく必要があ
る。

読書に親しむ生徒が増え、
図書館利用が増加している。

生徒一人あたりの本校図書館の年平均貸出冊数
が
　Ａ　6.0冊以上←7.0冊以上
　Ｂ　5.0冊以上←6.0冊以上
　Ｃ　4.0冊以上←5.0冊以上
　Ｄ　4.0冊未満←5.0冊未満

ＣまたはＤの場合
は、改善策を検討

年度末に評価す
る。

⑥ 【成果指標】(生徒)
学校内外のボランティア活動への自
発的な参加を促す。

生徒課
各学年

昨年度はボランティア活動に自発的
に参加した生徒は13.8％であった。ボ
ランティア実績と照らすと、自発的参
加者は４０％以上になる。事前指導を
充実させながら、地域の方との結びつ
きを強める参加形態を見直す必要が
ある。

学校全体や部として取り組ん
だボランティア活動に、自発
的に参加する生徒が増えて
いる。

ボランティア活動に、
　Ａ  自発的に複数回参加した
　Ｂ　自発的に参加した
　Ｃ　参加した
　Ｄ　参加しなかった

Ａ＋Ｂが５０％未
満の場合は、改
善策を検討

７月、12月の学校
評価にて評価す
る。

評価内容を変更す
る。

節度ある生活習慣の確
立に努め、自ら挨拶し、
読書に親しみ、ボラン
ティア活動等にも積極
的に参加する豊かな人
材の育成を図る。

石川県立野々市明倫高等学校 №4
重点目標 具体的取り組み


